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対数・逆対数アンプ

-高精度・高安定を追求した基本的特長

LGA-l 
LGA-lは特に高精度、高安定

を要求される計測器用として

開発された電圧入力型のログ

.アンチログアンプモジュー

ルですが、小型軽量、低価格

なので広い用途に御利用いた

だけます。

①厳選されたログアンプ用デュアルトランジスタを使用しているので、広範囲にわた

って勝れた対数直線性が得られます。

②低ドリフト、ローノイズOPアンプの採用により、低入出力電圧時にも高安定です。

③高安定な基準電源、抵抗素子を使用しているので、基準点が安定であり、電源変動

の影響も受けません。

④十分な温度補償とトリミングによってスケールファクタが高精度、高安定です。

⑤低消費電力化されていて、セルフヒートアップによるドリフトが極少です。

⑥入力側と出力側のグランドが別々に出しであり、アース電流による誤差電圧発生を

防寸ことができる構成になっています。

⑦基準点及びスケールファクタが固定であるため、周辺回路の設計が容易です。

(ログ使用時…3.32V/10倍、アンチログ使用時… 2倍/1V) 

⑧アンチログ使用時に便利なオフセット調整用のテスト端子が出しであります。

⑨高安定な十2.5V出力が出ており、レベルシフト等に便利に使用できます。

⑬アンチログ入力回路にはパッファアンフ。が入っており、高入力抵抗になっていて使

い易くなっています。



• LGA-l定ヰ各

〔ログ使用時)(Vc て士 15V)

(1)入出力電圧対応・.... Eo= -K Log (E¥/EREF) 

(2)入力電圧範開 .. + 1 mV-十lOV

(3)入力抵抗 ・…・ 120kQ

(4)スケールファクタ K…3.32V/101音(K=l!Log2) 

(5)最小負荷抵抗 …. 3kQ 

(6)小信号周波数応答・... Ei 

十10V

+lV 

十100mV

+lOmV  

共通定格

(1)基準点スケールファクタ誤差士O.5%(MAX)

(2)基準点の安定!支・・・・土100ppm(MAX)

(3)スケイレファクタの安定度・・・・・士70ppm(MAX)

(4)対数直線性誤差……士0.3%(MAX)

(5)オフセット電圧……:I:80μV(MAX) 

(6)オフセットド97ト…・・・…士 2μvrc(MAX) 

(7)出力アンフ。雑音……4.5μV(MAX)

(1.5Hz-10kHz入力換算)

ピン番号
1 .補{古 dl~; { 
2 ノ、ソつァ t!ljJ 

3 アン千ログf;;-8入力

4. 市l.1'町、クランド |司令
ス電流用 )1 cl!. 

5. 十Vc 凶

6. -VC
巾

7. J，よ準'屯!上tH力(2.5V)
8.オフセソトテス l
9 オフセソト品目j柊端(

10 オフセ:;1"調主主端 f
11.凶路グランド(及ぴ基準電圧用)

12.出力アンプ⑤入力

13.ログ信号入力

14.ログ・アンチログ信号出力

キ 30kHz

二子 3kHz 

キ300Hz

キ60Hz

〔アンチログイ吏用時)(Vc=士15V)

(1)入出力電圧対応.... Eo二 EHEFX2(-EO 

(2)入力電圧範囲…・・ +lOV--6V 

(3)入力抵抗 ..... 100MQ以上

(4)出力電圧範凶…一図 3

(5)最少負荷抵抗-…. 3kQ 

(6)小信号周波数応答…fcキ 8kHz

(EHEFは160mV)

(8)使用温度範囲 …ー O'C-60'C 

(9)保存温度範囲 …. -20'C -80'C 

(J同電 源 …・・土 12V~ 土 17V/土3mA(MAX)

(11)寸法・重量 ••••• 40X 40X 18/45g 

(I~ピン接続 …ー図 1

(13)ブロックダイヤグラム ・・・図2

(14)入出力関係国 …・・図 3
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-使用法

〔ログアンプ〕

基本的な使用回路は図 4の通りで

す。

使用上の注意

回路接続時の入力側、出力側のグ

ランドの扱L、方によって低電圧入

力時の精度が大きく影響されます

ので次のようにして下さい。

(1)差動入力時のグランド接続

#11、#12ピン聞をショートし、

入力のe側に接続します。(図 5) 

(2)片接地入力時のグランド接続

#11ピンはオープンとし、#12ピ

ンのみ入力のグランド侭IJに接続し

ます。(図 6)

なお、グランドの接続で誤りやす

い例は閃 7のような場合です。す

なわち信号i原が差動入力て、且つ次

段(バッファ一等)の入力が片接地

の場合、 ACJ点と BC点を別個に

接続すると、 BC間のアース電流

によって、生ずる電圧が信号i原電

尽に加算されて誤差となります。

図 7のような場合には信号源グラ

ンドは直に #11、#12に入札次

$~のグランドは C点と #4 ピン聞

で接続するようにします。
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〔アンチログアンプ〕

基本的な接続は図 7の通りです。

使用上の注意

出力側に接続される回路のグラン

ドは次のようにします。

(1)差動入力回路への接続

#11、#12をショートし、差動入

力の8ip'ljに接続します。

(2)片接地図路への接続

#11ピンはオープンとし、 #12ピ

ンのみを片接地入力のグランドへ

接続します。

なお、誤りやすいグランドの接地

はログアンプと同じですから、図

7を参照して下さい。

すなわち信号源グランドと次段の

グランドを直結せず、信号i原グラ

ンドは LGA-1の電源グランドに、

次段のグランドは#11、#12ピン

に接続します。
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